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タ
ケ
は
も
と
も
と
イ
、
不
科
か
ら

J、ミ

分
か
れ
た
品
種
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
原
産
地
は
主
に
、
日
本
・

中
国
・
朝
鮮
な
ど
で
す
。

現
在
日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

か
ん

も
の
は
品
種
も
多
く
、
曹
が
高
く

な
る
種
類
を
タ
ヶ
、
細
く
低
い
も

の
を
サ
サ
と
読
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
竹
を
使
っ
た
製
品
も
多

く
、
事
実
八
幡
浜
周
辺
で
も
良
質

の
竹
材
が
産
出
し
て
、
古
く
か
ら

真
竹
を
使
っ
た
竹
細
工
が
盛
ん
で

し
た
。
主
な
も
の
は
、
炭
か
ご
、

手
提
げ
か
ご
、
衣
類
か
ご
な
ど

で
、
こ
の
伝
統
的
技
法
の
特
異
性

が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

出
盛
り
の
新
た
け
の
こ
を
た
っ

ぷ
り
使
っ
た
、
メ
ニ
ュ
ー
は
い
か

平成 6年 4月25日

が
で
し
ょ
う
か
。
穂
先
は
た
け
の

こ
ご
飯
に
、
根
も
と
は
輪
切
り
に

し
て
若
竹
煮
に
。
句
な
ら
で
は
の

香
り
を
い
か
し
て
下
さ
い
。
味
つ

け
は
薄
め
に
・
:
。
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〈モウソウチクのたけのこ〉

乞
一
一
、
桜
の
花
咲
く
四
月

一
し
す
、
新
入
児
、
新
入
学

…
、
ま
宝
、
新
採
用
職
員
長

時
け
川
崎
の
つ
く
も
の
が
や
た
ら

骨
+
小
骨
と
多
い
月
で
あ
る
。

昨
ム
ヤ
戸
新
し
い
服
に
身
を
包

ヨ
ョ
み
、
希
望
に
あ
ふ
れ
た

気
持
ち
で
出
発
さ
れ
た
新
入
学

生
、
新
社
会
人
に
贈
り
た
い
五
つ

の
心
が
あ
る
。
我
が
子
の
入
寮
式

に
出
席
し
た
際
、
察
監
が
話
さ
れ

た
も
の
で
、
と
て
も
あ
り
ふ
れ
、

常
識
と
さ
れ
て
い
る
心
で
は
あ
り

ま
す
。
で
も
、
と
て
も
大
切
で
あ

り
な
が
ら
と
も
す
れ
ば
忘
れ
が
ち

と
な
る
心
で
す
。

「
は
い
」
と
い
う
素
直
な
心
。

「
す
み
ま
せ
ん
」
と
い
う
謙
虚
な

、
υ。「私
が
や
り
ま
す
」
と
い
う
奉
仕

の、む。
コ
」
く
ろ
う
さ
ま
」
と
い
う
い
た

わ
り
の
心
。

と
の
五
つ
の
心
を
志
れ
る
こ
と

な
ぐ
、
こ
の
言
葉
が
自
然
に
心
か

ら
使
え
る
よ
う
な
新
入
学
生
、
新

社
会
人
で
あ
れ
ば
、
誰
か
ら
も
好

か
れ
楽
し
い
毎
日
が
過
ご
せ
る
こ

と
う
け
あ
い
で
す
。

こ
の
五
つ
の
心
を
常
に
念
頭
に

お
い
た
生
活
を
送
り
、
魅
力
あ
ふ

れ
る
社
会
人
と
成
ら
れ
る
様
期
待

し
て
、
新
の
つ
く
あ
な
た
に
贈
り

私
も
肝
に
銘
じ
ま
す
。
(
梅
木
)



(2) 

平
成
六
年
度

平成6年4月25臼
長一帯

一
般
会
計

〔
特
別
会
計

Jて

村
民
の
皆
様
の
行
政
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力

を
賜
り
、
平
成
五
年
度
事
業
は
願

調
に
進
展
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

特
に
一
、
平
成
五
年
度
に
お
き
ま

し

τは
、
小
学
校
統
合
以
来
、
長

ら
く
中
核
施
設
の
な
か
っ
た
北
平

地
区
に
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

及
び
民
俗
資
料
館
が
完
成
、
又
一

坂
本
地
区
に
も
、
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
に
続
き
農
村
ふ
れ
あ
い
広
場

も
完
成
を
い
た
し
、
今
後
の
幅
広

い
地
域
活
動
に
十
分
ご
活
用
を
い

た
だ
砂
る
も
の
と
、
皆
様
と
共
に

ご
同
慶
に
存
じ
ま
す
。

平
成
六
年
度
当
初
予
算
に
つ
き

ま
し
て
は
、

一
般
会
計
十
九
億
八
百
万
円

特
別
会
計
五
億
七
百
万
円

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

長
引
く
不
況
等
、
社
会
情
勢
や

わカ込第 103号

当
初
予
算

十
九
億
八
百
万
円

五
億
七
百
万
円

地
方
財
政
の
厳
し
い
状
況
の
中
に

あ
り
、
一
般
会
計
に
お
い
て
は
、

厳
し
い
予
算
編
成
と
な
り
ま
し

た。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
例
年
以

上
に
経
費
全
般
に
つ
い
て
節
減
合

理
化
を
図
り
、
財
源
の
重
点
的
、

効
率
的
な
配
分
を
行
い
、
景
気
に

配
慮
し
つ
つ
、
農
林
業
の
振
興
、

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
保
健
、
ザ

充
実
し
た
福
祉
対
策
、
教
育
の
施

設
の
整
備
、
公
共
事
業
に
よ
る
開

発
を
基
調
に
「
活
力
あ
る
個
性
豊

か
な
村
」
の
実
現
を
計
る
た
め
の

予
算
編
成
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
主
要
事
業

、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
及
び

中
学
校
食
堂
新
築
事
業

九
千
五
百
万
円

、
農
家
生
活
体
議
崖
及
び
土

蔵
新
妻
子
j
E
E
1
 

四
千
六
百
万
円

三
、
交
流
広
場
整
備
事
業

三
四
千
ニ
百
万
円

園
、
農
林
道
整
備
事
業

一
億
四
千
八
百
万
円

五
、
村
道
整
備
事
業

一
億
八
千
六
百
万
円

六
、
集
会
所
(
七
カ
所
)
新
築

事
業

較

ム 4.9

% 
9.6 

0.3 

3.2 

ム73.7 

計

平成5年度 I LL. 
当初予算|叩

533，329 

阿
部
千
JtU
 

F
D
 

噌

i

119，500 

193，491 

64，200 

..do. 
Z玄

平成6年度
当初予算

千円
171，114 

119，843 

199，618 

16，872 

507，447 

~Ij 

二
千
五
百
万
円

七
、
そ
の
他

集
会
所
{
ニ
カ
所
)
補
修

坂
本
龍
馬
資
料
展
示
品

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
事
業
会
計
一
億
七
千
百

万
円
、
国
民
健
康
保
険
施
設
会
計

一
億
一
千
九
百
万
円
、
老
人
保
健

特
別
会
計
一
億
九
千
九
百
万
円
、

簡
易
水
道
事
業
会
計
一
千
七
百
万

円
と
編
成
を
行
い
、
高
齢
化
、
医

i

療
社
会
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

以
止
が
撃
戒
中
内
竿
度
の
予
算
概

一
要
で
す
も
…

y
hム
農
林
業
ゆ

蜘
振
興
ヶ
生
活
環
J
P智
備
泳
三
党L
i
?
 

の
推
進
な
ど
河
一
こ
の
一
厳
し
い
帆
¥
誌

の
中
、
健
全
財
政
を
維
持
し
、
村

民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
理
解

を
得
な
が
ら
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特

年度

~会計

国民健康
保)険
事業会計

国民健康
保険

施設会計

老人保健

会計

道
計
水易簡
会

計
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冨永万作氏に

栄ある叙勲

J、ミわヌ~~平成 6年 4月25日(3) 

元
河
辺
村

議
会
議
員
富

永

万

作

氏

は
、
春
の
叙

勲
で
四
月
二

十
九
日
付
け

を
も
ち
、
地

方
自
治
功
労

に
よ
り
、
勲

六
等
単
光
旭

日
章
を
援
与

さ
れ
ま
し

た。
氏
の
業
績

を
た
た
え
ま

す
と
と
も
に

心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ

ま
す
。

河
辺
村
よ
り
感
髭
状
贈
呈

三富河
向島方cill
建建建
設設設
有株株
限式式
会会会
社社社
、ー""v'"四d

こ
の
感
謝
状
は
、
災
害
復
旧
事

業
に
多
大
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
よ
り
、
四
月
十
八
日
開

催
の
行
政
連
絡
協
議
会
の
席
に
お

い
て
村
長
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
七
月
に
襲
来
し
た
台
風
五

号
で
は
、
近
年
類
の
無
い
大
災
害

が
発
生
し
、
国
の
災
害
査
定
を
受

け
る
た
め
の
調
査
測
量
が
村
だ
け

で
は
対
応
出
来
な
く
、
建
設
会
社

の
無
償
協
力
が
あ
り
早
期
復
旧
が

図
れ
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

民
俗
資
料
館
仰
オ
ー
ブ
ン

こ
の
た
び
、
待
望
久
し
か
っ
た

河
辺
村
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
-

民
俗
資
料
館
が
、
出
北
平
小
学
校

跡
地
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
語
り
、
集

い
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
、
集
会
に
ス
ポ
ー
ツ
に
だ
れ
も

が
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
民
俗
資
料
館
は
、
汐
立

木
式
製
蝉
機
8

な
ど
本
村
の
生
活

文
化
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
の
保

護
に
万
全
を
期
し
た
施
設
で
す
。

ご
家
庭
で
保
管
さ
れ
て
い
る
品

を
さ
提
供
い
た
だ
き
、
多
く
の

方
々
の
自
に
ふ
れ
る
機
会
提
供
を

ぜ
ひ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
村
民
の
貴
重
な
財

産
と
し
て
、
大
切
に
保
管
し
、
後

世
に
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

資
料
の
ご
提
供
を
お
待
ち

L
て
お

り
ま
す
。

ご
連
絡
は
社
会
教
育
課
へ

T
E
L

一一一九

l
一
一
一
一
一

4
1
職
員
紹
介

才
教
育
委
員
会

委

員

長

矢

野

委
員
長
代
理
戸
田

会
支
化
財
保
護
審
議
会

会

長

大

森

す
館
報
編
集
委
員

戸
田
薫
明
・
福
桝

梅
木
良
照
・
三
井

会

婦

人

会

会

長

加

茂

良

子

副

会

長

大

野

安

恵

副

会

長

上

川

千

代

香

第
一
分
会
長
山
田
祥
子

第
二
分
会
長
田
中
敢
美

第
四
分
会
長
中
津
凱
子

女
青
年
会
議

議

長

石

浦

陽

副

議

長

久

保

龍

哉

副

議

長

石

井

晋

哉

事

務

局

長

久

保

雅

樹

会
老
人
ク
ラ
ブ

会

長

向

井

e

極

副

会

長

戸

田

薫

明

植

松

地

区

会

長

向

井

猛

坂
本
地
区
会
長
戸
田
薫
明

大
伍
地
区
会
長
安
田
英
雄

北

平

地

区

会

長

本

田

一

会
学
校
長
会

会

長

和

田

親

人

女

教

頭

会

会

長

三

井

玉

温

大
関
定
資
産
評
価
審
査
委
員 薫清

明盛
高
知

玉明
温昭

委

員

長

松

本

女
行
政
連
絡
協
議
会

委

員

長

本

田

修

副

委

員

~

長

大

見

明

副

委

員

長

滝

野

香

代

副

委

員

長

岡

林

寛

大
河
辺
村
消
防
団
幹
部
役
員

団

長

谷

本

幸

徳

副

団

長

栄

野

安

広

第
一
分
団
長
松
本
意
思
男

第

二

分

団

長

露

内

進

第
三
分
団
長
河
本
正
生

第

四

分

団

長

本

田

修

女
民
生
児
童
委
員
上

川

勝

利

山
本
万
亀
子

戸
田
加
代
子

往

見

和

子

土
井
ミ
ス
ヱ

露

内

進

真

田

喜

善

五

頭

建

市

梅

木

幸

男

会
主
任
児
童
委
員
武
田

篠

原

福

衛

露
内
テ
ル
コ

片

山

寛

加

茂

良

子

女
観
光
推
進
協
議
会

会

長

本

山

副

長

本

門

会
交
通
指
導
員

メ〉
;z:;; 

勲
福
男

清
明
清
昭
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組
村長
大野富士男
一一下一一
田中、 弘ii劫震

重量山田阪入役

課

長

課
長
補
佐

課

長

課
長
補
佐

課

長

加

茂

課
長
補
佐
倒
長
岡

所課

長

課
長
補
佐

課

長

課
長
補
佐

所

長

事
務
長

長
岡
長
岡

高梅
木木

良
昭照

庶企交財
務画通政
係係消係

震

新山
田本

~ 
盛一
光司

計七
国衛年民
保生金生
係係係係

長河
岡野

-
農
政
係

英
明
i
村
農
地
係

J

T
林
業
係

丁
観
光
管
理
係

酒湾
井本

1
1公
共
土
木
係

治

T

勇

了
一
林
道
係

T
土
地
改
良
係

長松
岡本

E
E

寸
看
護
婦

E

2
・
1

・S
I
P
-
-「
1
1

巾，

盛

光

一

[

い出
納
員

{ー(、

係

長

樹

高

木

昭

主

任

智

葉

雅

敬

主

査

樽

井

優

主

査

本

門

哲

也

係
長
梅
木
キ
ヨ
カ

主
事
佐
々
木
美
香
江

技

手

富

永

忠

寿

技
手
角
藤
喜
久
雄

技

手

久

保

龍

哉

係
長
側
新
田
義
和

主

事

石

浦

陽

係
長
土
居
美
栄
子

臨

時

大

森

春

美

係
長
樹
加
茂
一
司

係
長
福
見
都
志
子

主

事

五

頭

祥

介

係

長

富

永

重

則

主
事
福
宮
ひ
か
る

主
任

名
本

升
子

係

長

樹

長

岡

勇

主

事

山

本

和

明

係
長
西
永
千
恵
子

係

長

岡

長

問

勇

主

事

久

保

雅

樹

係

長

玉

井

緑

主

事

柴

田

学

係

長

谷

本

主

事

真

田

技

手

藤

関

係
長
岡
酒
井

主

任

藤

田

技

手

和

気

唯豊貴耕富
勝寿勇浩志英

和
気
佐
由
美

冨

永

栄

子

続

チ

ヨ

主
任
主
任

長
岡
美
枝
子

谷

本

寿

幸

教諭田村信一
〔長浜小から〕

※
警
察
官

※
河
辺
中
学
校

坂上 弘

大阪府東大阪市
河辺警察官駐在所

氏名
出身地
担当

長和田親人

〔長浜中から〕

校教諭亀田佳典

〔肱川中から〕

教諭山崎勝弘

〔内子中から)

千代養護教諭井上

〔新規採用〕
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議
会
議
長

農
委
会
長

選
管
委
員
長

代
表
監
査
委
員 一l

間
同
阻
|
館

北
JII 

照
正

請
田

増
本
喜
久
男

大
久
保
末
広 学

校
教
育

課

長
社
会
教
育

課

長

所将

""" 

長
国
間
上
野

長
岡
本
竜

事
務
局
長

上
野

「1

係
長
技
手
技
手
投
手

拙
宗
1
1
1
1
社
会
教
育
主
事

本
竜

寸
調
理
員

富
雄

j
i

ソ

拙
宗
l
吊
公
民
館
主
事

教教

松
本

事
務
局
長
岡
河
野

書
記
長

英
昌

梅
木

良
昭

補
助
職
員
同
松
本

論諭
明明

書
記

王
事

監
5
4

ヨU

EG---E一-
三
日

書
記

岡
大
富

技主
手任

臨主主
時事査

闘
関
西
永
千
恵
子

同
梅
木
キ
ヨ
カ

岡
高
橋
サ
エ
子

松
本
八
重
子

渡

部

磯

若

植

木

繁

北
地
冨
美
雄
賢

船和
田気

豊亀
香公

寺井大
野脇富

格敏賢
明恵二

小

川

幸

重

河
野
真
由
美

高
橋
サ
ヱ
子

※
河
辺
小
学
校

校長鶴田俊英
〔内子小から〕

教諭向井万寿子

〔正山小から〕

教諭武岡守一

(天神小から〕
養護教諭篠崎弘子

〔大瀬小から〕

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
北
条
市
在
住
(
神
納

出
身
)
の
佐
伯
幸
雄
さ
ん
よ
り
、

図
書
室
に
十
冊
の
本
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

本
の
題
名
は
、
「
中
三
の
生
徒

達
」
で
、
自
ら
執
筆
さ
れ
自
費
出

版
さ
れ
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
ど

う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

※
尚
、
図
書
室
に
新
し
く
次
の
本

を
購
入
し
ま
し
た
。
「
ア
ン
ネ

の
日
記
完
全
版
」
「
日
本
を
ダ

メ
に
し
た
九
人
の
政
治
家
」

「
麻
酔
」
「
ガ
ン
再
発
す
」
外

二
十
四
冊
。



(6) 平成 6年 4月25日

若
葉
萌
え
出
ず
る
好
季
、
去
る

四
月
十
主
目
、
公
民
館
に
お
い
て

河
辺
村
教
育
研
究
会
総
会
並
び
に

教
育
実
践
決
意
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。新
教
育
課
程
の
充
実
・
向
上
の

年
に
当
た
り
、
豊
か
な
人
間
性
を

育
て
る
学
校
教
育
の
推
進
を
期
す

る
旨
の
二
宮
教
育
長
か
ら
の
開
会

挨
拶
の
あ
と
、
矢
野
清
盛
委
員
長

か
ら
、
河
辺
を
愛
し
、
子
供
を
慈

し
み
、
保
護
者
の
期
待
と
信
頼
に

応
え
る
べ
く
、
理
想
を
掲
げ
誇
り

と
情
熱
を
も
っ
て
、
地
に
つ
い
た

教
育
活
動
に
遭
進
し
て
ほ
し
い
と

搬
励
を
受
砂
ま
し
た
。

次
に
、
新
し
く
河
辺
小
中
学
校

に
赴
任
さ
れ
た
九
名
の
先
生
方
の

自
己
紹
介
。
諸
議
事
も
ス
ム
ー
ズ

に
進
行
、
承
認
さ
れ
、
終
了
し
ま

し
た
。引
き
続
い
て
、
教
育
実
践
決
意

式
が
、
公
務
出
張
中
の
村
長
、
議

長
に
代
わ
り
、
山
回
収
入
役
、
中

野
議
員
の
ご
臨
席
の
も
と
、
八
幡

浜
教
育
事
務
所
岡
本
寛
邸
管
理
主

事
、
山
竹
嘉
治
指
導
主
事
を
お
迎

え
し
て
、
盛
大
に
実
施
で
き
ま
し

た
。
ご
祝
辞
の
あ
と
、
二
宮
教
育

長
か
ら
、
新
し
い
文
化
の
創
造
と

発
展
に
寄
与
す
る
鍵
全
な
児
童
生

Jてわカミ
第 103号

徒
の
育
成
を
目
指
す
、
今
年
度
の

教
育
計
画
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
新
任
者
代
表
で
、
河
辺
小
の

篠
崎
弘
子
先
生
か
ら
、
「
子
供
に

信
頼
さ
れ
る
や
さ
し
い
先
生
に
な

り
た
い
。
」
河
辺
中
の
亀
田
佳
典

先
生
か
ら
、
「
個
人
に
応
じ
た
指

導
の
難
し
さ
を
克
服
す
べ
く
努
力

し
た
い
。
」
と
、
力
強
い
決
意
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
八
幡
浜
教
育
事
務
所

の
山
竹
指
導
主
事
か
ら
、
今
日
的

教
育
課
題
と
持
色
あ
る
学
校
づ
く

り
に
つ
い
て
適
切
な
ご
指
導
を
い

た
だ
き
、
縁
あ
っ
て
出
会
っ
た
二

十
三
名
の
教
職
員
、
自
然
と
人
情

豊
か
な
河
辺
の
地
に
惚
れ
込
み
、

情
熱
を
傾
注
し
て
頑
張
る
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

。原期施 1 景がえ問にの に家のいいな者 12方む近要
広をテ社 とに園 田 冒と、る題応経こな族家まつ援語らがに年な家 怠
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護せ 対 て次際と も す制す三姿化で。化超こ面よ f;:にりのやでに家
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老
人
福
祉
計
画

こ
の
た
び
、
国
の
「
高
齢
者
保

健
福
祉
十
カ
年
戦
略
」
が
策
定
さ

れ
、
ま
た
、
老
人
福
祉
法
等
の
改

正
に
よ
り
、
河
辺
村
に
お
い
て
も

「
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
の
策
定

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴

ぃ
、
河
辺
村
老
人
保
健
福
祉
策
定

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

1
ム
、
及
び
策

定
委
員
会
を
設
置
し
て
協
議
を
重

ね
、
こ
の
程
策
定
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
は
、
本
村
の
今
後

の
在
宅
介
護
の
在
り
方
を
中
心
と

し
た
在
宅
福
祉
、
ま
た
、
老
人
保

健
・
医
療
問
題
な
ど
老
人
の
方
々

の
身
近
な
問
題
に
至
る
ま
で
幅
広

い
計
画
と
な
っ
て
お
り
、
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
・
利
用
の
普
及
定
着
を

図
り
、
高
齢
者
問
題
を
自
ら
の
こ
と

と
し
て
自
覚
し
、
村
民
自
ら
が
長
寿

社
会
を
支
え
て
い
く
と
言
う
参
加

意
識
の
醸
成
に
努
め
、
村
民
の
み

ん
な
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
が

で
き
る
よ
う
な
損
祉
の
村
作
り
を

進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
計
画
は
平
成
十
一
年
ま
で
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
・
複
雑
化
や
社
会
環

境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な

対
応
や
さ
ら
に
計
画
内
容
を
実
効

性
の
あ
る
も
の
と
し
て
い
く
た
め

期
間
半
ば
に
お
い
て
も
計
画
内
容

を
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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ジ
ャ
ン
ボ

か
る
た
大
会

Jミ

去
る
三
月
十
三
日
、
第
一
回

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ル
タ
大
会
を
河
辺
小

学
校
体
育
館
に
お
い
て
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
青
年
会
議
主
催
で
、

小
学
校
児
童
及
び
幼
稚
菌
児
を
対

象
に
行
っ
た
も
の
で
、
最
初
ど
の

く
ら
い
人
が
集
ま
る
か
と
て
も
不

安
で
し
た
が
、
結
果
と
し
て
約
四

十
名
程
の
参
加
が
あ
り
、
予
想
し

た
よ
り
も
多
く
人
が
集
ま
り
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。

「ピ

1
」
と
い
う
笛
の
合
図
で
、

か
る
た
め
が
げ
て
、
走
っ
て
取
り

に
い
く
の
で
す
が
、
笛
の
合
図
を

待
た
ず
、
フ
ラ
イ
ン
グ
す
る
人
が

い
た
り
、
あ
と
、
か
る
た
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
分
か
ら
ず
、
日
を

き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
さ
せ
る
人
や
足
元

に
あ
る
の
に
わ
か
ら
な
い
人
も
い

た
り
し
て
、
端
で
見
て
い
て
、
と

て
も
愉
快
で
し
た
。

そ
し
て
、
一
回
目
が
終
わ
り
休

憩
中
に
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に

作
っ
て
頂
い
た
甘
酒
を
ご
ち
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。

二
回
自
は
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん

に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
四
苦
八
苦

し
て
い
て
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

わカ込平成6年 4月25日(7) 

に
い
か
な
い
よ
う
ア
(
た
。

今
回
が
初
め
て
の
試
み
で
ど
う

な
る
こ
と
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

青
年
会
議
及
び
、
婦
人
会
の
皆
さ

ん
の
御
協
力
で
と
て
も
有
意
義
な

一
日
を
過
ご
す
ζ
と
が
で
き
ま
し

た。※
一
方
、
今
年
に
入
っ
て
「
小
倉

百
人
一
首
」
に
輿
味
の
あ
る
人

が
、
か
る
た
会
を
結
成
し
、
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
，
か
る

た
e

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
清
水
孝
会
長
外
、
約
十

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

施

霞

動

間

二
月
十
六
日
(
水
)
五
十
崎
町

神
南
荘
で
は
、
婦
人
会
員
二
十
名

が
、
入
居
者
に
歌
や
踊
り
を
楽
し

ん
で
頂
き
、
心
J

ふ
れ
あ
う
交
流
の

時
間
を
持
と
う
と
施
設
訪
問
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
、
神
南
荘
の
「
お
た
ん

じ
よ
う
会
」
の
開
催
日
で
も
あ

り
、
各
分
会
が
カ
ラ
オ
ケ
、
日
本

舞
踊
、
ダ
ン
ス
な
ど
、
二
つ
ず
つ

の
出
し
物
を
持
ち
よ
り
、
楽
し

く
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
会
を

盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
は
、

会
員
全
員
が
ハ
ツ
ピ
姿
で
河
辺
音

頭
を
披
露
し
ま
し
た
。

神
南
荘
に
は
現
在
、
男
性
一
名

女
性
一
名
の
河
辺
出
身
者
が
入
居

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
高
齢
の
た

め
身
体
が
不
自
由
で
あ
り
、
会
話

も
ま
ま
な
ら
な
い
方
も
お
ら
れ
、

そ
れ
で
も
懐
か
し
い
顔
に
、
親
し

く
笑
顔
を
交
し
な
が
ら
、
食
事
を

口
へ
運
ん
で
あ
げ
る
な
ど
、
ほ
ほ

え
ま
し
い
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

施
設
設
備
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
職
員
の
方
々
の
あ
た
た
か
い

対
応
に
接
し
て
み
て
、
入
居
者
の

方
々
も
安
心
し
て
生
活
し
て
お
ら

れ
る
事
と
感
心
し
ま
し
た
。

他
町
婦
人
会
の
神
南
荘
で
の
積

極
的
J

子
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
実
り
多

い
一
日
を
終
え
ま
し
た

ア、

一
月
三
十
一
日
(
月
)
婦
人
会
込

及
び
、
民
生
委
員
婦
人
部
合
同
に

よ
り
、
独
居
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
‘

し
の
お
年
寄
り
に
、
心
の
こ
も
っ

た
手
づ
く
り
の
お
弁
当
を
食
べ
て

い
た
だ
こ
う
と
、
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

役
員
が
中
心
と
な
り
、
午
前
八

時
三
十
分
よ
り
公
民
館
で
調
理
さ

れ
た
お
弁
当
は
、
寿
し
、
に
し
め
、

キ
ン
ピ
ラ
な
ど
の
家
庭
料
理
で
約

八
十
食
。
自
宅
で
作
っ
た
煮
豆
、

カ
ン
テ
ン
を
持
ち
寄
っ
て
頂
き
、

そ
れ
を
、
折
箱
の
す
み
に
つ
め
る

と
、
食
欲
を
そ
そ
る
お
弁
当
の
完

成
で
す
。
一
品
ず
つ
手
聞
を
か

げ
、
愛
情
を
込
め
、
栄
養
豊
か
な

献
立
で
、
昔
な
が
ら
の
，
お
ふ
く

ろ
の
味
。
あ
き
の
と
な
い
も
の
で

す。
出
来
上
が
っ
た
お
弁
当
は
、
四

分
会
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
の
独
居
老
人
の
方
々
に
届
け

ら
れ
ま
し
た
。
暖
か
い
言
葉
を
か

け
世
間
話
し
を
し
な
が
ら
、
女
性

な
ら
で
は
の
気
づ
か
い
に
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

婦
人
会
の
皆
さ
ん
、
残
雪
の
あ

る
中
ご
苦
労
様
で
し
た
。
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画
ふ
る
さ
と
祭
り

八
月
十
四
日
(
日
)

場

所

ふ

る

さ

と

公

圏

内

容

・

夜

市

-
カ
ラ
オ
ケ
大
会

・
納
涼
盆
踊
り
大
会

・
歌
謡
シ
ョ
ー

-
花
火
大
会

直
渓
流
つ
り
大
会

八
月
二
十
八
日
(
日
)

場
所
ふ
る
さ
と
の
宿
付
近

参
加
費
・
大
人
千
五
百
円

@

小

中

学

生

千

円

内

容

つ

り

大

会

つ
か
み
ど
り
大
会

画
龍
馬
を
語
る
夕
べ

九
月
十
日
(
土
)
午
後
二
時

1

場

所

ふ

る

さ

と

の

宿

内
容
全
国
の
龍
馬
フ
ァ
ン

が
集
う
夕
べ
o

z
E
わ
ら
じ
で
歩
こ
う

坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道

九
月
十
一
日
(
日
)

午
前
九
時

1

場
所
ふ
る
さ
と
公
園
集
合

参
加
費
二
千
円
(
わ
ら
じ
・

通
行
手
形
・
弁
当
・

水
筒
支
給
)

龍
馬
が
通
っ
た
道
を
歩

き
、
自
ら
が
龍
馬
に

fミわヌう込第 103号

内

~ 

曾

ト

'情
i報

な
り
自
然
と
親
し
む

健
康
ウ
ォ

l
ク。

圏
第
三
十
田
村
民
運
動
会

十
月
場

所

河
辺
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド

軍
第
六
回
「
全
国
龍
馬
フ
ァ
ン
の

集
い
」
愛
媛
河
辺
大
会

十
一
月
五
日
(
土
)

六
日
(
日
)

所
河
辺
村
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
及
び
坂
本

龍
馬
脱
藩
の
道

全
国
龍
馬
会
の
活
動

報
告
や
研
究
発
表

宮
地
先
生
・
土
居
先

生
・
村
上
先
生
に
よ

る
私
の
龍
属
を
語
る

など・・・・・・。

場内

-. 
合

学
生
の
み
な
さ
ん

学
生
さ
ん
を
お
持
ち
の

ご
家
族
の
み
な
さ
ん

国
民
年
金
の
加
入
を

忘
れ
ず
に

日
本
に
住
む
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
人
は
必
ず
国
民
年
金
に

加
入
し
な
げ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
学
生
の
方
も
二
十

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の
加
入

が
義
務
づ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
生
の
み
な
さ
ん
、
学
生
さ
ん

を
お
持
ち
の
ご
家
族
の
方
、
国
民

年
金
へ
の
加
入
の
手
続
き
は
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。

手
続
き
を
忘
れ
た
り
、
手
続
き

が
送
れ
ま
す
と
、
年
を
と
っ
て
か

ら
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
が
少

な
く
な
る
の
も
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
年
金
を
受

け
取
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
事
故
や
レ
ジ
ャ
ー

中
の
事
故
な
ど
で
、
障
害
の
状
態

に
な
っ
た
場
合
の
障
害
基
礎
年
金

も
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

誰
に
で
も
訪
れ
る
老
後
と
万
が

一
の
た
め
に
絶
対
に
必
要
な
国
民

年
金
で
す
。

学
生
の
み
な
さ
ん
、
学
生
さ
ん

を
お
持
ち
の
ご
家
族
の
方
、
二
十

歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
市
町
村
役
場
で
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

j方及 みにれ長さ整 ま自る景わ野この日しけいミ感変 まやれ 噴化あまえ ; 
々び河てな、等れ備昔す分ふ色ら山とよ々たず、、じわ春し三て私だしのし新桜
でそ辺期る河でまさに。にるでずのがう、子り野ウ、り夏た十、がと、野た緑の
?構の村待の辺時しれ比 幸さ迎四姿あに今供廻山サホを秋。有松ふ懐春山。も花

;手皇室tZ急要セ占で 芝与を罪主;fZのぞ市ギZT2 223f皇量さ員長
;るに者てな山立高郷道 感あく々とす見昨噴過ををや肌移 のにとくが色さくり
~---，在でいい市空速時路 じるれの変。る日のご駆追セでり 歳居河思存もとな
i河住、まかはぺ道間網 月住辺い分濃河つ晩 i
i辺さ松すと通短路もは I __ _ ~ r._ _ :.組踊蹄櫨 i が亡村まに緑辺て春 i
i愛れ山。、勤縮の短随 !ふるさとに望む d鱒寵轟| 流てをす漂に村参を j
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とみもの何発辺次しつ下| ・・E彊圃・・.1過いた会さ辺に昔馬の i
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今
年
の
冬
は
、
寒
い
日
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
よ
う
や
く
暖

か
く
な
り
、
春
ま
っ
盛
り
で
す
。

今
年
は
、
ス
ギ
の
花
粉
が
あ
ま

り
飛
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
花
粉
症

も
少
な
く
、
症
状
も
軽
か
っ
た
よ

う
で
す
。

花
粉
症
も
含
め
て
、
最
近
、
ア

レ
ル
ギ
ー
症
状
を
持
つ
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
に

は
、
気
管
支
端
息
・
ア
ト
ピ
l
性

皮
膚
炎
・
じ
ん
麻
疹
・
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
に
は
、
家
の

中
の
挨
(
ダ
ニ
)
ペ
ッ
ト
の
毛
・

花
粉
・
カ
ピ
類
な
ど
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
空
気
中
か
ら
吸
入
し
、
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
を
お
こ
し
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
軽
く
す
る

に
は
、
次
の
よ
う
な
注
意
が
必
要

で
す
。

O
換
気
を
頻
繁
に
行
い
、
風
通
し

を
よ
く
す
る
。

O
ダ
ニ
や
挨
の
多
く
い
る
カ

l

ペ
ッ
ト
や
ぬ
い
ぐ
る
み
を
減
ら

す。

O
本
人
は
、
禁
煙
、
家
族
も
な
る

べ
く
室
内
で
は
禁
煙
す
る
。

O
室
内
で
の
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
避

げ
る
。

Jてカ込平成6年 4月25日(9) 

0
布
団
や
毛
布
は
頻
繁
に
干
し
、

掃
除
を
こ
ま
め
に
行
う
。

な
ど
、
と
に
か
く
ア
レ
ル
ギ
ー
の

原
因
を
身
の
回
り
か
ら
除
去
す
る

こ
と
で
す
。〈

大
人
の
噛
患
〉

最
近
、
子
供
だ
げ
で
な
く
、
大

人
の
晴
息
も
増
え
て
い
ま
す
。
大

人
の
鴫
息
の
患
者
さ
ん
は
、
子
供

の
頃
に
も
端
息
だ
っ
た
人
も
い
ま

す
が
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
発
症

す
る
人
も
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー

や
感
染
に
よ
っ
て
、
気
道
に
炎
症

が
お
こ
り
発
症
し
ま
す
。
端
患
の

患
者
さ
ん
は
、
気
道
が
刺
激
に
対

し
て
過
敏
で
、
健
康
人
な
ら
反
応

し
な
い
よ
う
な
刺
激
に
も
反
応
し

て
、
気
道
が
収
縮
し
て
し
ま
い
ま

す。
端
息
の
発
作
は
、
主
に
端
鳴

(い

l
ゼ
1
、
ヒ
ュ

l
ヒ
ュ
ー
と

い
う
音
)
と
呼
吸
困
難
が
現
わ
れ

る
も
の
で
す
。

治
療
と
し
て
、
薬
物
療
法
に
は

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
(
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
を
押
え
る
)
気
管
支
拡
張
薬

(
狭
く
な
っ
た
気
管
支
を
広
げ

る
)
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
(
吸
入
用
と

内
服
用
が
あ
る
)
な
ど
が
使
わ
れ

ま
す
。
薬
に
は
副
作
用
も
あ
る
の

で
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
、
適
切

に
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

か
ぜ
に
注
意
じ
、
規
則
正
し
い

生
活
、
禁
煙
な
ど
に
気
を
つ
げ
る

と
発
作
の
予
防
に
有
効
で
す
。

〈
医
療
費
改
定
〉

四
月
一
日
か
ら
、
診
療
報
酬
改

定
が
行
わ
れ
、
医
療
費
が
多
少
変

わ
っ
て
い
ま
す
。

尚
、
老
人
医
療
受
給
者
の
自
己

負
担
額
は
、
一
ヶ
月
千
円
の
ま
ま

で
変
わ
り
ま
せ
ん
。

〈
ビ
タ
ミ
ン
の
話
〉

食
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
ビ
タ

ミ
ン
の
欠
乏
症
の
人
は
、
ほ
と
ん

ど
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
最
近
、

健
康
食
品
な
ど
で
、
ビ
タ
ミ
ン
剤

が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ビ
タ
ミ
ン
を
大
量
摂

取
す
る
と
、
成
人
病
を
予
防
で
き

る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
ビ
タ

ミ
ン
の
各
々
の
効
用
に
よ
り
、
所

要
量
の
十
倍
程
度
を
継
続
し
て
、

摂
取
す
る
と
、
病
気
の
予
防
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
ビ
タ
ミ
ン

剤
だ
げ
に
頼
る
と
ミ
ネ
ラ
ル
が
不

足
す
る
の
で
、
野
菜
を
摂
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン

〆著

B
や
f
j
j
¥

水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
だ

か
ら
、
あ
ま
り
大
量
に
摂
取
し
て

も
排
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

過
剰
摂
取
で
も
副
作
用
は
あ
り
ま

せ
ん
。

〈
診
察
室
の
道
具
〉

O
根
底
検
査

眼
底
を
検
査
す
る
と
、
高
血
圧

や
糖
尿
病
が
ど
の
程
度
血
管
に
障

害
を
与
え
て
い
る
の
か
、
わ
か
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
最
近
で
は
、

定
期
健
康
診
断
や
成
人
病
検
診
な

ど
の
検
査
項
目
に
、
眼
底
検
査
を

加
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
は
、
何
も
自
覚
症
状
が

な
く
て
も
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な

ど
の
病
気
が
密
か
に
進
行
し
て
眼

底
に
障
害
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
眼
底
検
査
で
は
、
こ
の
よ
う

に
自
覚
症
状
が
な
い
段
階
で
病
気

を
発
見
で
き
ま
す
。

大
エ
イ
ズ
Q
S
A

Q 

エ
イ
ズ
は
、
ど
の
よ
う
に

感
染
す
る
の
で
す
か
?

エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
血

液
や
精
液
な
ど
に
含
ま
れ

る
た
め
、
性
行
為
感
染
、

血
液
感
染
、
母
子
胎
内
感

染
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
お

A 

風
呂
や
涙
、
だ
液
な
ど
で

は
感
染
し
ま
せ
ん
。
輪
血

も
検
査
を
さ
れ
て
い
る
た

め
感
染
の
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
。
エ
イ
ズ
に
感
染
し
た
か
ど

う
か
は
、
ど
う
調
べ
る
の

で
す
か
?

ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
す
る

と
、
六

1
八
週
間
後
に
抗

体
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
し

て
、
血
液
を
検
査
す
る
と

は
っ
き
り
し
ま
す
。
医
療

機
関
や
保
健
所
で
検
査
で

き
ま
す
。

同
閉
山
崎
出
一

一
最
近
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
る
一

一
苦
情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一

一
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
次
の
一

一
こ
と
を
守
っ
て
下
さ
い
。
一

一
付
放
し
飼
い
は
、
人
に
危
害
を
一
.

一
加
え
た
り
、
他
人
に
迷
惑
を
一

一

か

け

ま

す

。

一

一

ω唆
傷
事
故
の
多
く
は
、
飼
い
一

一
犬
に
よ
る
も
の
で
、
飼
い
主
一

一
の
無
責
任
な
放
し
飼
い
が
原
一

一

因

で

す

。

一

一
回
運
動
さ
せ
る
と
き
も
、
犬
を
一

一
解
き
放
し
て
は
い
げ
ま
せ
一

一

ん

。

一

一
一
四
犬
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
一

一
し
よ
う
。
ど
う
し
て
も
飼
い
一

一
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、
一

一
役
場
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
下
一

一

さ

い

。

一

Q A 
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検
診
日
程
の
お
知
ら
せ

四
月
七
日
・
八
日
、
役
場
前
に

お
い
て
、
超
音
波
検
診
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
多
数
の
受
診
が
あ
り
、

御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。
さ
て
、
平
成
六
年
度
検
診

E
程

刊
対
決
ま
り
ま
し
た
。
自
分
の
健
康

は
、
自
分
で
守
る
も
の
で
す
。
家

族
そ
ろ
っ
て
検
診
を
受
げ
ま
し
ょ

海つ。
日
程
は
、
別
紙
の
と
お
り
で
す
。

Jて

検診

※大腸検診
7 月 4 日~7 月 8 日 負担金 500円
胃がん検診受付にて回収しています。
※子宮がん検診
10月5日側
(場所)
役場前
※乳がん検診
10月5日側 負担金 300円
(場所J (受付時間)
公民館 13 : 00~14 : 00 
(平成6年3月末現在で70議以上の方は無料です。)

わか第 103号

負担金 700円
(受付時間)
13 : 00~14 : 00 

んカξ

畠&-
(結核検診も同時に実施します。)

検病人成
…
溺
務
教
務
激
減
獄
中
…
縁
側

同
和
対
策
基
本
法

(
仮
称
案
)
と
は

ω

昭
和
四
十
年
に
同
和
対
策
審

議
会
が
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対

し
て
、
「
同
和
問
題
は
、
人
類

普
遍
の
原
理
で
あ
る
人
間
の
自
・

由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ

り
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
保

障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
関
わ

る
課
題
で
あ
る
。
」
と
答
申
し

て
か
ら
、
ニ
十
九
年
を
経
過
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
先
の

一J

「
答
申
」
を
受
け
て
、
「
同
和

日
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
、
続

実施予定11月河辺村診療所検診

い
て
「
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置

法
」
更
に
「
地
域
改
善
対
策
特
定

事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別

措
置
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
施

行
さ
れ
、
地
域
改
善
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
法
律
は
、
時
限
立
法
で
あ

り
、
現
行
の
「
地
対
財
特
法
」
も
、

五
年
間
の
延
長
花
よ
フ
て
、
平
成

九
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
失

効
す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
法
律
の
期
限
切

れ
後
を
ど
う
す
る
の
か
に
つ
い

て
、
国
会
は
も
と
よ
り
、
地
域
改

善
対
策
協
議
会
、
更
に
は
、
地
方

自
治
体
や
民
間
団
体
に
お
い
て
、

次
の
三
点
に
つ
い
て
、
活
発
な
論

議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

T
j
i
⑧
i
i
⑧
;
;
 

自
給
自
足
の
昔
を
偲
び
手
造
り
の

こ
ん
に
ゃ
く
造
り
て
寸
酌
終
り
上
林
ヨ
シ
子

父
母
の
忌
巳
集
う
兄
弟
の
混
か
き

山
川
持
ち
寄
り
似
通
う
も
の
を
大
西
ミ
ツ
マ

娘
の
手
紙
読
み
返
し
居
謁
窓
ぎ
わ
に

鴻

む

夕

陽

の

臨

し

か

り

け

り

戸

田

薫

明

幼
な
児
の
漣
眺
め
て
吾
も
ま
だ

泣

の

ご

と

く

に

純

に

な

り

定

し

省

本

愛

子

春
休
み
孫
も
全
員
手
伝
い
て

ゆ

種

駒

入

れ

て

は

し

ゃ

ぎ

精

出

す

清

水

菊

江

逝
き
ま
せ
る
夫
の
残
せ
し
耕
運
機

ム

?

映

曹

の

中

に

ぽ

つ

ね

ん

と

し

て

稲

森

茂

子

4

十
年
後
湖
底
に
涜
む
道
路
辺
の

桜

の

古

木

い

ま

花

ざ

か

り

佐

伯

範

男

第
一
に
、
部
落
問
題
解
決
に

向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
、
と
り
わ
け
、
同
和
対
策
審
議

会
答
申
以
降
の
二
十
九
年
に
及

ぶ
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
部
落

差
別
の
実
態
が
ど
の
よ
う
に
改

善
さ
れ
、
何
が
残
さ
れ
て
い
る

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

第
二
に
、
残
さ
れ
た
課
題
を

や
り
遂
げ
る
に
際
し
て
、
こ
の

問
題
の
解
決
を
考
え
る
原
点
で

あ
る
日
本
国
憲
法
、
更
に
は
、

「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」
の

精
神
を
踏
ま
え
た
方
向
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
第
三

点
以
降
は
、
次
号
に
よ
り
連
載

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

(
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

消
息
一
日

6
・1
・H

6
・
4
・叩

ム
M

末
な
が
く
お
幸
せ
に

ム
M

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

「
帽
子

「
窪
田

)
大
野

戸
兵
頭

寺川稲

東腹部超音波検診
4 月 7 目的~8 日働 負担金1，500円
{場所) (受付時間)
9 : 00~11: 00 

※脈がん検診
5月16日伺) 負担金100円(曙疲検査500円)
新て清います。

検診
伺)・ 7日附・ 8日働

負担金 900円
(受付時間)
7 :00~9 :30 

月 日 場 所 時 間

6月17日樹
竹の瀬集会所 10 : 00~11 : 00 

名場連集会所 13:30~14:301 

8月5日掛
用の山集会所 10: OO~ば: 00 

神納集会所 13 : 30~14 : 30 

9月2日掛
百合谷集会所 10 : 00~11 : 00 

川上集会所 13 : 30~14 : 30 

9月7日制
川崎集会所 10 : 00~11 : 00 

三久保集会所 13 : 30~14 : 30 

9月12日開
老人福祉センター 10 : 00~11 : 00 

大成集会所 13 : 30~14 : 30 

祥
(
日
の
平
)

千
秋
(
大
洲
市
)

浩
立
子

(
赤
ケ
滝
)

(
肱
川
町
)

薮上谷

松川稲
本本森

吉荒雅
久義生

65 75 67 
歳歳歳


